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(百万円未満切捨て)
１．2025年８月期の連結業績（2024年９月１日～2025年８月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年８月期 9,403 1.0 289 7.0 284 25.8 176 26.9

2024年８月期 9,305 7.5 270 39.9 226 41.5 139 140.5
(注) 包括利益 2025年８月期 145百万円( △1.1％) 2024年８月期 146百万円( 3.1％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年８月期 49.48 47.08 11.3 3.9 3.1

2024年８月期 39.14 37.36 9.7 3.2 2.9
(参考) 持分法投資損益 2025年８月期 －百万円 2024年８月期 －百万円

当社は、2025年３月１日付で普通株式１株につき、３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度
の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「1株当たり当期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり当期
純利益」を算定しております。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年８月期 7,189 1,664 22.6 455.38

2024年８月期 7,349 1,536 20.4 421.26
(参考) 自己資本 2025年８月期 1,626百万円 2024年８月期 1,498百万円

当社は、2025年３月１日付で普通株式１株につき、３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度
の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「1株当たり純資産」を算定しております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2025年８月期 399 △291 △137 1,143

2024年８月期 487 △177 △89 1,192

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年８月期 － 0.00 － 20.00 20.00 23 17.0 1.7

2025年８月期 － 0.00 － 7.00 7.00 25 14.1 0.8

2026年８月期(予想) － 0.00 － 7.00 7.00 －

当社は、2025年３月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。2024年８月期については、

当該株式分割前の実際の配当金を記載しております。2025年８月期については、当該株式分割後の数値を記載してお

ります。



３．2026年８月期の連結業績予想（2025年９月１日～2026年８月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 5,010 6.6 148 5.5 130 5.5 65 △21.6 18.20

通 期 10,100 7.4 330 14.0 260 △8.7 160 △9.3 44.80

当社は、2025年３月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。１株当たり当期純
利益は、当該株式分割の影響を考慮した金額を記載しております。

※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年８月期 3,630,600株 2024年８月期 3,627,000株

② 期末自己株式数 2025年８月期 59,049株 2024年８月期 69,249株

③ 期中平均株式数 2025年８月期 3,565,490株 2024年８月期 3,552,702株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料P.３「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。



フェスタリアホールディングス株式会社(2736) 2025年８月期 決算短信

1

○添付資料の目次

１．経営成績等の概況 ………………………………………………………………………………………………２

（１）当期の経営成績の概況 ……………………………………………………………………………………２

（２）当期の財政状態の概況 ……………………………………………………………………………………３

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 ………………………………………………………………………３

（４）今後の見通し ………………………………………………………………………………………………３

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 ……………………………………………………………………６

３．連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………………………７

（１）連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………７

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 ………………………………………………………………９

連結損益計算書 …………………………………………………………………………………………………９

連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………………………………10

（３）連結株主資本等変動計算書 ………………………………………………………………………………11

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………………13

（５）連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………………15

(継続企業の前提に関する注記) ………………………………………………………………………………15

(セグメント情報等) ……………………………………………………………………………………………15

(１株当たり情報) ………………………………………………………………………………………………15

(重要な後発事象) ………………………………………………………………………………………………15



フェスタリアホールディングス株式会社(2736) 2025年８月期 決算短信

2

１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や堅調な企業収益を背景に、景気は緩やかな回復

基調となりました。

一方で、ロシア・ウクライナ情勢や中東情勢の長期化に伴う地政学的リスクの高まりに加え、資源・原材料価格

の高騰、物価上昇、為替・金利の変動、米国の関税引き上げなどの影響も見られ、景気の先行きは依然として不透

明な状況が続いております。

当社グループが属する宝飾業界においては、富裕層を中心に高額品の販売が引き続き堅調に推移した一方で、消

費の二極化や物価上昇に伴う節約志向の高まりに加え、原材料費や人件費の上昇といったコスト増も重なり、全体

としては厳しい事業環境となりました。

このような環境のもと、当社グループ（以下、当社）は持続的な成長に向けた基盤構築を目指し、「強みの進

化」と「ビジネスモデルの変革」を成長戦略の基軸に掲げ、新たな顧客価値の創造に取り組んでまいりました。

これらの取り組みの結果、当連結会計年度の売上高は、国内事業において、下期（2025年３月）以降にインバウ

ンド売上が大きく減少したものの、店舗人材の採用・育成強化による戦力化の進展に加え、CRM戦略の推進により、

一人当たり売上高は前期比4.7％増と伸長しました。

ブライダル販売では、ブライダルDX施策として３Dデジタルカスタマイズシステムの全店導入を推進した結果、成

約率が向上し、売上を下支えしました。

また、ECビジネスでは、販売スタッフが自らジュエリーを着用し、自社オンラインサイトに投稿する「スタッフ

DX」ツールの導入が奏功し、EC売上は前期比30.8％増と大きく拡大しました。

売上総利益については、当連結会計年度において金価格が前期比35.2％上昇するなど、原材料価格の高騰が売上

原価の増加要因となり、売上総利益率は前期比0.7ポイント低下しました。一方、売上高の増加により、売上総利益

額は前期並みの水準を維持しました。

費用面については、CRM戦略と連動した販促施策の拡充により販売費が増加したものの、人件費の削減に加え、物

流費や外注費などの見直しを進めた結果、販売費及び一般管理費は減少しました。

海外事業については、海外小売事業部門の台湾子会社である台灣貞松股份有限公司（日本名：台湾貞松株式会

社）が、当社の強みを活かしたビジネス展開を継続し、増収増益を達成しました。また、コロナ過により休止して

いた海外出店を再開し、2025年３月には、台北市初のららぽーと「三井ショッピングパーク ららぽーと台北南港」

内に、台湾９店舗目となる「festaria TOKYO（フェスタリア トーキョー）LaLaport南港店」をオープンしました。

生産拠点であるベトナム子会社 D&Q JEWELLRY Co., Ltd（日本名：ディーアンドキュー ジュエリー）では、製造

体制の強化を通じた品質向上に加え、3Dデジタルカスタマイズシステムを活用したオーダーメイド商品の製造リー

ドタイム短縮など、SCM（サプライチェーン・マネジメント）の最適化を推進し、製造コストの低減を図りました。

以上の結果、当連結会計年度における当社グループの業績は、売上高9,403百万円（前期比1.0％増）、営業利益

289百万円（前期比7.0％増）、経常利益284百万円（前期比25.8％増）、親会社株主に帰属する当期純利益176百万

円（前期比26.9％増）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の資産の部は、159百万円（2.2％）減少して、7,189百万円となりました。これは主に、無形固

定資産が103百万円増加したものの、現金及び預金が49百万円、売掛金が73百万円、商品及び製品が60万円、有形固

定資産合計が27百万円、繰延税金資産が55百万円減少したことによるものであります。

当連結会計年度末の負債の部は、287百万円（4.9％）減少して、5,525百万円となりました。これは主に、支払手

形及び買掛金が73百万円、借入金が66百万円、未払法人税等が52百万円、賞与引当金が71百万円減少したことによ

るものであります。

当連結会計年度末の純資産の部は、前期末に比べて127百万円（8.3％）増加して1,664百万円となりました。これ

は主に、その他の包括利益累計額合計が31百万円減少したものの、利益剰余金が152百万円増加したことによるもの

であります。

この結果、自己資本比率は22.6％となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度において営業活動によるキャッシュ・フローは399百万円の収入となりました。これは主に、利息

の支払額が96百万円、賞与引当金の減少が72百万円あったものの、税金等調整前当期純利益が266百万円、減価償却

費が181百万円、売上債権の減少が75百万円、棚卸資産の減少が35百万円あったことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度において投資活動によるキャッシュ・フローは291百万円の支出となりました。これは主に、有形

固定資産の取得による支出が107百万円、無形固定資産の取得による支出が141百万円、差入保証金の差入による支

出が31百万円あったことによるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度において財務活動によるキャッシュ・フローは137百万円の支出となりました。これは主に、長期

借入れによる収入が250百万円あったものの、短期借入金の減少が80百万円、長期借入の返済による支出が236百万

円、リース債務の返済による支出が28百万円、社債の償還による支出が20百万円、配当金の支払額が23百万円があ

ったことによるものであります。

その結果、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高は1,143百万円（前連結会計年度末は1,192百万円）とな

りました。

（４）今後の見通し

宝飾業界においては、資源価格の高騰、物価上昇、労働力不足、環境対応の高度化など、複数の構造的課題に直

面しております。一方で、富裕層市場やインバウンド需要の回復、さらには技術革新を活用したデジタル化の進展

により、一定の成長が期待されます。

消費者意識の面では、「高級志向」「パーソナライズ」「エシカル消費」「デジタル化」といった成長トレンド

が重なり合い、持続可能な素材開発やサプライチェーンの透明性確保など、倫理的・社会的側面を重視した商品・

サービスが求められる時代へと移行しています。

また、パーソナライズとデジタル化の掛け合わせにより、消費者一人ひとりの嗜好に合わせたオーダーメイドジ

ュエリーの需要拡大も見込まれています。これに対して、消費の二極化や物価上昇を背景とした節約志向の高まり、

加えて原材料費・人件費の上昇によるコスト負担増など、懸念材料もあり、事業環境は依然として厳しい状況が続

いております。

当社は、「ビジュ ド ファミーユ（家族の宝石）」という企業理念のもと、ジュエリーを通じて人と人の絆を深

め、世代を超えて受け継がれる価値を届けることを使命としております。

企業理念の実現に向け、「精神価値No.1のSPA企業」から「想いを未来につなぐコミュニティ企業」への変革を見

据えた中期経営計画「festaria2030年ビジョン」の策定を進めております。次期は、その初年度として、持続的な

成長を確かなものとするための施策を着実に実行する、重要な一年と位置づけております。「戦略的人材育成によ

る組織力向上」「強みを活かしたCRMの深化・実践」「コミュニティ基盤を支えるDXの推進」を重点方針に設定し、

グループ全体で着実に推進してまいります。
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また、当社が持続的に成長していくためには、経営資源の将来価値を見極めたうえで、成長が見込める事業領域

への資源配分を機動的に行うことが重要です。そのため、当社では、事業のキャッシュ創出力や投資回収力をより

的確に把握するための指標として、EBITDA（営業利益+減価償却費）を採用いたします。EBITDAを基準とすること

で、減価償却費などの非現金項目の影響を除外し、実質的な事業の収益力や投資効果を客観的に評価することが可

能となります。

今後は、事業ごとにEBITDAをモニタリングし、成長投資による収益性向上を検証しながら、経営資源の最適配分

を図ることで、企業価値の持続的な向上を目指してまいります。

【戦略的人材育成による組織力向上】

当社は、「人」こそが価値創造の源泉であるという考えのもと、これまでも「人」を大切にする経営を実践して

まいりました。

人材不足が社会課題となる中、当社の持続的成長には、人的資本経営の観点から人材への積極的投資を行うこと

が最優先の課題であると認識しております。

当社の主要事業は、百貨店やショッピングセンターなどの商業施設内での店舗販売事業であり、CRMを中核に据え

た顧客理解の深化と営業力強化の観点からは、顧客LTVを支える人材の確保・育成が不可欠です。その実現に向け、

店頭・催事においてお客様の潜在的ニーズを的確に把握し、提案できる「接客のプロ」の育成を進めます。

さらに、職位や役割に応じたマネジメント力の強化に加え、DX推進に伴うリスキリングや本社部門における専門

性の向上を通じて、チームや部門の成果を最大化し、組織全体での生産性向上を図ります。

また、グローバル化の進展を見据え、海外拠点や多様な人材との協働を担えるグローバル人材の採用・育成を強

化するとともに、優秀な海外人材の獲得を積極的に進め、国際的な人材ポートフォリオの拡充を図ります。

加えて、従業員一人ひとりが誇りとやりがいを持ち、長く働ける環境整備として、福利厚生の充実とともに、当

社の目指す将来像を共有し、前向きで活力ある職場風土を醸成することで、従業員エンゲージメントの向上にも取

り組んでまいります。

【強みを活かしたCRMの深化・実践】

当社は、OMO戦略を支援する会員制度「festaria Members Club」を導入し、会員登録の促進と幅広い顧客情報の

獲得を進めています。改めてハイタッチ・ロータッチ・テックタッチの運用ルールの整備も進めながら、従来の顧

客管理に加え、テックタッチを活用した再来店促進や、ポイント制度等のサービス向上により顧客満足度を高めLTV

の最大化を目指します。

さらに、販売スタッフに最適なアフターフォローが提示されるようCRMシステムの機能開発を進めるほか、当社独

自の顧客育成プロセスである「集客→育成→熟成」に基づいた催事戦略の展開に加え、パーソナライズ施策を通じ

て顧客体験の向上に努めます。

また、CRM戦略の高度化に向け、360度のタッチポイントを通じて「個客」一人ひとりに最適化したアプローチを

継続的に推進し、顧客満足度と顧客体験によるブランド価値の向上と持続的な売上拡大の実現を目指します。

【コミュニティ基盤を支えるDXの推進】

当社は、これまで進めてきたDX推進プロジェクトによりデジタル基盤の整備が概ね完了したことから、2026年春

には新基幹システムを本格稼働させる予定です。これにより、ステークホルダーと共に価値を創造する「コミュニ

ティ企業」への進化を加速させます。

具体的には、新基幹システムを中核に、共感型プラットフォーム「festaria ONE」の実装を進めてまいります。

「festaria ONE」は、「festaria2030ビジョン」における中核として、顧客・取引先・株主・社員がつながり、共

に価値を創出する独自のコミュニティ基盤を実現するものです。

本プラットフォームでは、クラウド環境やAPIファースト設計、統合データ基盤、リアルタイム在庫管理などの技

術的基盤を整備し、共感型ファンコミュニティの拡大、新しい購買体験の提供、取引先との協業強化、社員エンゲ

ージメント向上を推進します。

これにより、単なる製造・販売にとどまらず、共感者がつながるコミュニティ企業として進化し、企業価値およ

び株主価値の最大化につなげてまいります。
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事業のセグメント別の取り組みは、次のとおりであります。

【店舗ビジネス】

店舗ビジネスにおきましては、店舗人材の確保・育成を一層強化するとともに、VMDの向上やプロモーション施策

の充実を通じて店舗競争力の向上を図ってまいります。

商品面では、USP商品「Wish upon a star®」を中心に、デザインや価格帯の多様化を進め、相場動向や消費ニー

ズの変化に的確に対応してまいります。

また、気候変動対策や環境保護への関心の高まりを踏まえ、素材リサイクルやリフォームビジネスを基軸とした

循環型ビジネスの強化を推進いたします。ベトナム生産工場との連携による新素材商品の開発、エシカルジュエリ

ーの拡充、トレーサビリティの強化を通じ、環境負荷の低減と顧客ロイヤリティの向上を目指します。

さらに、フェスタリアブランド20周年を契機としたキャンペーンや新規イベントの展開により、店舗の魅力向上

と売上拡大を図ってまいります。ブライダル分野では、3Dデジタルカスタマイズシステムを活用したマーケティン

グ施策を推進し、来店促進と成約率の向上に努めます。

出退店政策においては、戦略的なスクラップアンドビルドを推進し、店舗数の拡大よりも顧客LTVの最大化を重視

しながら、一人当たり生産性の向上による収益基盤の強化を進めてまいります。

加えて、インバウンド需要への対応にも注力し、海外人材を中心としたプロジェクトを発足させ、マーケティン

グやインバウンド対応商品の開発を強化いたします。併せて、台湾子会社との連携を深め、相互送客の最大化を目

指してまいります。

【ECビジネス】

ECビジネスにおきましては、外部スペシャリストの招聘による体制強化を進めるとともに、消費者アンケートや

購買データの分析を通じて顧客理解を深化させ、お客様のニーズに沿った商品ラインナップの拡充を図り、ユーザ

ー体験の最適化に取り組んでまいります。

また、前期より本格展開し、一定の成果を上げている「スタッフDX」ツールの活用をさらに強化し、EC売上の拡

大や顧客のファン化を推進してまいります。引き続き、実店舗を持つ強みを生かし、店頭とECの相互送客による顧

客接点の創出を通じて、新規顧客の獲得およびリピート率向上による収益の拡大を図ってまいります。

【富裕層ビジネス】

富裕層ビジネスにおきましては、今後の成長領域と位置付け、リレーションシップ・マーケティングの強みを活

かした事業展開を推進しております。顧客一人ひとりに合わせたパーソナライズドな体験や、特別なイベント・サ

ービスの提供を通じて、長期的な信頼関係の構築に取り組んでおります。また、高品質なアフターサービスやカス

タマイズ対応による顧客ケアを強化するとともに、サプライヤーとの連携を深め、資産性・希少性の高い商品の確

保を進めることで、富裕層顧客およびパートナー企業からの信頼向上を図ってまいります。さらに、百貨店外商や

プライベートバンクとの協業強化に加え、富裕層ネットワークを活用した関係構築を推進し、紹介ルートの拡充を

通じて加速度的な成長の実現を目指してまいります。

【海外事業】

海外事業におきましては、グループ成長戦略の推進により拡大・多様化する事業領域や役割の重要性に対応すべ

く、フェスタリアホールディングス㈱によるマネジメント体制を強化し、グループシナジーの最大化を目指してま

いります。

台湾子会社である台灣貞松股份有限公司（日本名：台湾貞松㈱）においては、アジアマーケットにおける重要拠

点として、ブランド力の向上および店舗収益の拡大を図り、東南アジアを中心とした小売事業の展開拡大につなげ

てまいります。

ベトナム子会社D&Q JEWELLRY Co., Ltd（日本名：ディーアンドキュー ジュエリー）においては、自社ブランド

のみならずOEM生産の拡大を見据え、製造体制の見直しや生産合理化によるコスト競争力の向上を進めております。

OEM契約を締結した大手ジュエリーメーカーを含む複数企業からの受注生産は引き続き順調に推移しており、2025年

７月には、自社製造基盤の高度化によって、伊勢丹との共同開発コレクション「LUX eternal（ルクス エターナ

ル）」を販売開始するなど、当社ベトナム工場の技術力と品質管理能力が高く評価されております。今後は、製

造・営業両面での戦略的投資を視野に入れ、共感型プラットフォーム「festaria ONE」の生産基盤となる製造体制

の確立とさらなる品質向上を目指してまいります。
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また、越境ECの展開も検討しており、日本国内とアジア市場を結ぶ新たな販路を開拓し、グローバル市場におけ

るブランド認知と収益拡大を図ってまいります。

なお、次期は新基幹システムへの移行に伴い、旧システムとの並行稼働が一定期間発生することから、一過性の

システム費用が増加する見込みです。これらの投資は、中期経営計画「festaria2030年ビジョン」で掲げる

「festaria ONE」構想としてトップラインの成長と業務効率の改善を支える基盤整備の一環であり、今後の持続的

成長に資するものと位置づけております。

以上の方針により、次期（2026年８月期）の連結業績の見通しにつきましては、売上高10,100百万円、営業利益

330百万円、経常利益260百万円、親会社株主に帰属する当期純利益160百万円を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年８月31日)

当連結会計年度
(2025年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,192,815 1,143,341

売掛金 956,374 883,332

商品及び製品 2,713,237 2,652,554

原材料及び貯蔵品 915,402 902,344

その他 74,374 81,808

貸倒引当金 △509 △650

流動資産合計 5,851,694 5,662,730

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,242,745 1,305,342

減価償却累計額 △790,753 △868,561

減損損失累計額 △108,710 △106,183

建物及び構築物（純額） 343,281 330,597

機械装置及び運搬具 142,959 129,152

減価償却累計額 △134,265 △119,817

機械装置及び運搬具（純額） 8,694 9,335

工具、器具及び備品 250,787 254,886

減価償却累計額 △204,492 △211,420

減損損失累計額 △2,091 △3,452

工具、器具及び備品（純額） 44,203 40,014

土地 30,000 30,000

リース資産 418,901 408,295

減価償却累計額 △356,931 △361,260

減損損失累計額 △23,493 △19,972

リース資産（純額） 38,477 27,063

有形固定資産合計 464,657 437,009

無形固定資産 126,161 229,890

投資その他の資産

投資有価証券 90,535 92,276

繰延税金資産 313,418 258,365

差入保証金 373,253 376,096

その他 137,707 141,863

貸倒引当金 △8,385 △8,902

投資その他の資産合計 906,529 859,700

固定資産合計 1,497,348 1,526,600

資産合計 7,349,042 7,189,331
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年８月31日)

当連結会計年度
(2025年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 702,896 629,724

短期借入金 1,730,000 1,650,000

1年内償還予定の社債 20,000 20,000

1年内返済予定の長期借入金 201,837 858,518

未払金及び未払費用 522,191 510,499

前受金 318,012 268,005

リース債務 15,004 661

未払法人税等 65,762 12,765

賞与引当金 159,715 87,731

契約負債 － 23,121

その他 114,803 177,792

流動負債合計 3,850,223 4,238,819

固定負債

社債 50,000 30,000

長期借入金 1,411,408 768,165

リース債務 12,893 2,017

退職給付に係る負債 302,217 296,895

資産除去債務 9,187 9,209

その他 176,401 179,991

固定負債合計 1,962,108 1,286,277

負債合計 5,812,332 5,525,097

純資産の部

株主資本

資本金 811,922 812,522

資本剰余金 619,581 620,721

利益剰余金 △20,991 131,703

自己株式 △30,384 △25,909

株主資本合計 1,380,127 1,539,038

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 6,035 7,243

為替換算調整勘定 109,972 74,724

退職給付に係る調整累計額 2,594 5,408

その他の包括利益累計額合計 118,602 87,375

新株予約権 37,979 37,820

純資産合計 1,536,710 1,664,234

負債純資産合計 7,349,042 7,189,331
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年９月１日
至 2024年８月31日)

当連結会計年度
(自 2024年９月１日
至 2025年８月31日)

売上高 9,305,952 9,403,118

売上原価 3,450,412 3,548,015

売上総利益 5,855,540 5,855,103

販売費及び一般管理費 5,585,122 5,565,650

営業利益 270,418 289,453

営業外収益

受取利息 3,419 4,945

為替差益 50,054 41,911

補助金収入 － 56,454

その他 1,311 1,260

営業外収益合計 54,785 104,571

営業外費用

支払利息 84,356 94,557

支払手数料 12,052 13,240

その他 2,476 1,409

営業外費用合計 98,885 109,207

経常利益 226,317 284,817

特別損失

固定資産除却損 4,473 612

減損損失 7,424 18,122

特別損失合計 11,897 18,734

税金等調整前当期純利益 214,419 266,082

法人税、住民税及び事業税 62,190 36,686

法人税等調整額 13,176 52,982

法人税等合計 75,366 89,669

当期純利益 139,052 176,413

非支配株主に帰属する当期純利益 － －

親会社株主に帰属する当期純利益 139,052 176,413
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年９月１日
至 2024年８月31日)

当連結会計年度
(自 2024年９月１日
至 2025年８月31日)

当期純利益 139,052 176,413

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 882 1,207

為替換算調整勘定 9,610 △35,248

退職給付に係る調整額 △2,740 2,813

その他の包括利益合計 7,752 △31,226

包括利益 146,805 145,186

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 146,805 145,186
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2023年９月１日 至 2024年８月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 811,422 618,731 △136,404 △34,202 1,259,548

当期変動額

新株の発行 499 499 999

剰余金の配当 △23,640 △23,640

親会社株主に帰属す

る当期純利益
139,052 139,052

自己株式の処分 349 3,817 4,167

株主資本以外の項目

の当期変動額

（純額）

当期変動額合計 499 849 115,412 3,817 120,579

当期末残高 811,922 619,581 △20,991 △30,384 1,380,127

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 5,152 100,361 5,335 110,850 38,139 1,408,537

当期変動額

新株の発行 999

剰余金の配当 △23,640

親会社株主に帰属す

る当期純利益
139,052

自己株式の処分 4,167

株主資本以外の項目

の当期変動額

（純額）

882 9,610 △2,740 7,752 △159 7,592

当期変動額合計 882 9,610 △2,740 7,752 △159 128,172

当期末残高 6,035 109,972 2,594 118,602 37,979 1,536,710
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当連結会計年度(自 2024年９月１日 至 2025年８月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 811,922 619,581 △20,991 △30,384 1,380,127

当期変動額

新株の発行 600 600 1,200

剰余金の配当 △23,718 △23,718

親会社株主に帰属す

る当期純利益
176,413 176,413

自己株式の処分 539 4,475 5,015

株主資本以外の項目

の当期変動額

（純額）

当期変動額合計 600 1,139 152,695 4,475 158,910

当期末残高 812,522 620,721 131,703 △25,909 1,539,038

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 6,035 109,972 2,594 118,602 37,979 1,536,710

当期変動額

新株の発行 1,200

剰余金の配当 △23,718

親会社株主に帰属す

る当期純利益
176,413

自己株式の処分 5,015

株主資本以外の項目

の当期変動額

（純額）

1,207 △35,248 2,813 △31,226 △159 △31,386

当期変動額合計 1,207 △35,248 2,813 △31,226 △159 127,524

当期末残高 7,243 74,724 5,408 87,375 37,820 1,664,234
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年９月１日
至 2024年８月31日)

当連結会計年度
(自 2024年９月１日
至 2025年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 214,419 266,082

減価償却費 189,078 181,722

減損損失 7,424 18,122

固定資産除却損 4,473 612

株式報酬費用 3,030 4,783

賞与引当金の増減額（△は減少） 67,712 △72,411

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 776 △5,322

為替差損益（△は益） △6,110 16,028

受取利息及び受取配当金 △3,537 △5,070

支払利息 84,872 94,867

支払手数料 12,052 13,240

売上債権の増減額（△は増加） △182,237 75,103

棚卸資産の増減額（△は増加） △211,143 35,647

仕入債務の増減額（△は減少） 144,891 △68,930

その他の資産の増減額（△は増加） 53,251 5,228

その他の負債の増減額（△は減少） 190,936 37,876

小計 569,892 597,581

利息及び配当金の受取額 3,537 5,070

利息の支払額 △85,527 △96,593

支払手数料の支払額 △10,579 △17,231

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 9,880 △88,836

営業活動によるキャッシュ・フロー 487,204 399,989

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △140,620 △107,494

無形固定資産の取得による支出 △22,700 △141,527

差入保証金の回収による収入 8,570 6,608

差入保証金の差入による支出 △14,767 △31,630

その他の支出 △8,186 △17,452

投資活動によるキャッシュ・フロー △177,702 △291,495
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2023年９月１日
至 2024年８月31日)

当連結会計年度
(自 2024年９月１日
至 2025年８月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 300,000 △80,000

長期借入れによる収入 － 250,000

長期借入金の返済による支出 △319,937 △236,562

社債の償還による支出 △20,000 △20,000

リース債務の返済による支出 △26,842 △28,440

新株予約権の行使による株式の発行による収入 920 1,104

配当金の支払額 △23,512 △23,603

財務活動によるキャッシュ・フロー △89,371 △137,500

現金及び現金同等物に係る換算差額 6,225 △20,466

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 226,355 △49,473

現金及び現金同等物の期首残高 966,459 1,192,815

現金及び現金同等物の期末残高 1,192,815 1,143,341
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日）等を当連結会計

期間の期首から適用しております。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

当社グループの事業は、宝飾品の製造及び販売の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(１株当たり情報)

項目
前連結会計年度

(自 2023年９月１日
至 2024年８月31日)

当連結会計年度
(自 2024年９月１日
至 2025年８月31日)

１株当たり純資産額 421円 26銭 455円 38銭

１株当たり当期純利益 39円 14銭 49円 48銭

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

37円 36銭 47円 08銭

(注)１．2025年３月１日付で普通株式1株につき３株の株式分割を行っております。「１株当たり純資産額」及び「１

株当たり当期純利益金額」並びに「潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額」は、2024年8月期の期首に当該

株式分割が行われたと仮定し算定しております。

２．算定上の基礎は下記のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2023年９月１日
至 2024年８月31日)

当連結会計年度
(自 2024年９月１日
至 2025年８月31日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 139,052 176,413

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益(千
円)

139,052 176,413

普通株式の期中平均株式数(千株) 3,552 3,565

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益調整額(千円) － －

普通株式の増加数(千株) 169 181

(うち新株予約権(千株)) (169) (181)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

第11回新株予約権
普通株式 74,700株

第11回新株予約権
普通株式 74,700株

(注)2025年３月１日付で普通株式1株につき３株の株式分割を行っております。「期中平均株式数」及び

「普通株式増加数」は、2024年8月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し算定しております。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


